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議案第 64 号 ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 74 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 可決
議案第 75 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 76 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

○…賛成　　　×…反対� ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

議案第 64 号
東海村農業共済条例を廃止する条例の制定について
茨城北農業共済事務組合を含む茨城県内４団体による新組合を設立することに伴い、本村の
農業共済事業を同組合に移管するため、条例を廃止するもの

議案第 74 号
いばらき県央地域連携中枢都市圏の形成に関する連携協約の締結について
県央地域９市町村によりいばらき県央地域連携中枢都市圏を形成するに当たり、水戸市との
間において連携協約を締結するもの

議案第 75 号
茨城北農業共済事務組合の解散について
農業保険法第 95 条の規定により共済事業の効率化を図るため、令和４年４月１日に茨城県
内４団体による新組合を設立することに伴い、茨城北農業共済事務組合を解散するもの

議案第 76 号
茨城北農業共済事務組合の解散に伴う財産処分について
茨城北農業共済事務組合の解散に伴い、財産を処分するもの
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請願名 付託委員会
日本原子力発電株式会社東海第二発電所の再稼働について意見書提出を求める
請願

原子力問題調査
特別委員会
（継続審査）

村民の安全安心につながる原子力防災体制構築のため「速やかな広域避難計画
策定を求める」意見書提出を求める請願
実効性のある広域避難計画策定には慎重を期し、住民合意の確証を得ることとい
う決議の採択を求める請願
日本原子力発電株式会社東海第二発電所の再稼働について意見書提出を求める
請願

コロナ禍による米価下落の対策を求める請願 建設産業委員会
（継続審査）
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